
マイクロプラスチックによる海洋汚染

I. 序論

1. マイクロプラスチックについて

マイクロプラスチックは５㎜以下の微小なプラスチック粒子のことである。私たちが普

段使っている歯磨き粉や洗顔料に汚れを除去する目的で使用されているマイクロビーズ

もマイクロプラスチックの一つである。海洋生物がマイクロプラスチック自体と、それ

に付着した有害物質(PCB ポリ塩化ビフェニル、DDTジクロロジフェニルトリクロロエ

タンなど)を摂取することで、生物濃縮によって海鳥や人間の健康にも影響を及ぼしてし

まう可能性がある。

2. 研究動機

今日、マイクロプラスチックによる海洋の汚染が進行している。しかし、静岡県内には、

あまりマイクロプラスチックの計測データが少ない。そこで、高校生でもできるマ

イクロプラスチックの検出方法を確立し、伊豆半島の周辺の海、川にどの程度マイ

クロプラスチックがあるかどうかを調べた。

II. 研究手法

1. 狩野川、静浦ダイビングセンター、静浦漁港センター、淡島、我入道(狩野川河

口）、沼津港で資料採取を行った。

2. それらの場所の水をポンプを使って汲み上げ 315 ㎛のプランクトンネットを用い、

500Ｌをろ過してマイクロプラスチックを採取した。

3. プランクトンネットに残っていたものをろ紙でろ過し、乾燥させた。

4. 汲み上げたものには、プラスチック以外にも草、木、プランクトンなどの有機物が

あるため、10％ＫＯＨ水溶液でそれらを分解させ、２日間放置した。

5. ２日後、溶液をろ過し、再び乾燥させた。

6. そのサンプルを 30％Ｈ₂Ｏ₂水溶液につけ 2 日間放置し、有機物を分解した。

7. ２日後、溶液をろ過し、乾燥させた。

8. 乾燥させた後、双眼実体顕微鏡でサンプルからマイクロプラスチックとみられるも

のを観察した。

9. 70％ＮａＩ水溶液に試料をつけウォーターバスで 60℃で湯煎しながら、6 時間以上

放置した。
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10. その後、冷却して、ＮａＩを再結晶させた。再結晶させたものの上澄み水溶液と、

再結晶した上半分の結晶と試料を採取した。

11. 採取したものを水で薄め、ろ過をし、乾燥させた。

12. それをブルーライトにあて、専用の眼鏡で観察した。

図１

III.結果

1. まず、身近にあるプラスチックがブルーライトに当てると発光するか確認した。結

果は写真１、写真２のとおり、身近にあるプラスチックが発光した。

写真１ 写真２



2. 採取したマイクロプラスチックの数は表１、グラフ１のとおりである。

場所 日付 個数

狩野川 9 月 4 日 9

静浦ダイビングセンター 9 月 16 日 3

静浦漁港 9 月 16 日 2

淡島 10 月 19 日 2

沼津港 11 月 4 日 11

我入道(狩野川河口) 11 月 4 日 5

表 1

グラフ１

3. マイクロプラスチックとみられるものの写真は写真 3～10である。

写真 3,4 は狩野川、写真 5 は静浦ダイビングセンター、写真 5,6 は静浦漁港、写真 7

は淡島、写真 8 は沼津港、写真 9,10 は我入道（狩野川河口）で採取したものである

写真３ 写真４ 写真５



4. ブルーライトにあてた結果は、表２である。
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IV. 考察

高校生でも高校にある設備で伊豆半島及び狩野川に存在するマイクロプラスチックを検

出できることが分かった。研究結果から判断すると沼津港以外の海洋より、河川の方が

検出されたマイクロプラスチックの数が多い傾向にあることからこの地域の海洋汚染の

原因は河川からのマイクロプラスチックの流出である可能性が高いことが考えられる。

したがって、海洋汚染を進めないためには河川にごみを投棄しないことが重要であると

考える。また、沼津港はプラスチックの使用頻度が高いことで検出数が多くなっている

と思われる。マイクロプラスチックの量は人間生活に深くつながっていると考えられる。

V. 現在までの成果

各地点ごとに、検出されたプラスチックの種類を調べる。使用したプランクトンネット

の網目が 315 ㎛であるため、対象を 315㎛以下のサイズのマイクロプラスチックまで広

める。今回の計測では台風 19 号の後に計測した値も含まれるため、試料の採取をより

広範囲で、定点観測を行うようにして伊豆半島海岸域におけるマイクロプラスチックの



量や流出場所を推定する。また、ブルーライトを用いたマイクロプラスチックの検出方

法を確立させるほかにブルーライトでは反応しないプラスチックの検出方法を見つける。
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